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会社概要

社 名 ： 共英製鋼株式会社（KYOEI STEEL LTD.）

設 立 ： 1947年8月21日

本 社 所 在 地 ： 大阪市北区堂島浜１-４-16

資 本 金 ： 185億16百万円

連 結 売 上 高 ： 2,927億円（2022年3月期）

連結従業員数 ： 4,021名（2022年3月末）

信 用 格 付 ： A－（日本格付研究所）
会長・高島 秀一郎 社長・廣冨 靖以
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 1939 大阪市城東区にて共英鍛工所を設立

 1947 共栄製鉄（翌年社名を「共英製鋼」に変更）を設立

 1962 当社初の電炉工場を新設（大阪工場）

 1964 台湾にて合弁事業（初の海外進出）

 1982 住友金属工業（現・日本製鉄）と資本提携

 198８ 環境リサイクル事業を開始

高島秀次

初代社長

大阪工場（2016年閉鎖）

上場時の様子

高島浩一
元会長

沿革 : 75年の歴史 大阪の町工場から世界へ

 1994 ベトナムに進出

 2006 東証一部・大証一部に上場

 2011 ベトナム北部に2拠点目を設立

 2016 米国の電炉工場を買収

 2018 ベトナムにて港湾事業開始。ベトナム3拠点目を買収

 2020 カナダに進出

 2022 東証プライム市場移行
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船舶など

Iバー

等辺山形鋼 駅舎など

マンション・オフィスビル
など

グレーチング（溝蓋）

平鋼構造用棒鋼

ネジ節鉄筋

当社グループの製品群

鉄筋
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道路橋

グレーチング（溝蓋）

オフィスビル

コロラド州デンバー高速道路（2021年完工）

グランフロント大阪（大阪市）

グレーチング（約70％が当社Iバー使用）

ホーチミン都市鉄道（2021年完工）

風力発電所(Blue Hills Wind Energy Project)

東海北陸自動車道 鷲見橋 (橋脚高さ日本一)

納入実績紹介

高速道路

鉄道

社会インフラ
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サステナブルな事業

電炉の強み 1

約324 億トン

約14 億トン

日本

日本の鉄鋼蓄積量は約 14 億トン
そのうち、年間4,200万トン(約3％)が
鉄スクラップとして回収される

世界の鉄鋼蓄積量

既に豊富に存在する鉄資源を

鉄スクラップとして回収

鉄鋼製品に再生し 社会に循環させる

1. 鉄スクラップを回収 2. 電気炉で溶融

3. 圧延して製品に4. 社会インフラへ
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小さな環境負荷

2,060 2,030 

385 296 

A社 B社 C社 共英製鋼

トン当たりCO₂排出量

（kg-CO₂/t）

※各社開示レポートに基づいて作成（2019年度）

電炉の強み 2

電炉法は鉄鉱石（酸化鉄）の

炭素還元を必要としないため、

環境負荷（CO₂排出量）が相対的に小さい

CO2排出量は高炉比大幅に少ない
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国内鉄鋼

事業

鉄鋼製品の製造・加工・販売

海外鉄鋼

事業

ベトナム、米国、カナダに
おける鉄鋼事業

環境リサイクル

事業

電気炉による廃棄物溶融処理
やフロンガス破壊処理など

その他の
事業

港湾事業、鋳物事業など

当社グループの事業内容
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国内鉄鋼事業

枚方事業所

名古屋事業所

関東スチール
（子会社）

山口事業所

ネジ節鉄筋、高強度鉄筋

主要需要地で

事業展開

鉄筋の

国内シェアトップ

付加価値製品の

製造・販売

国内小形棒鋼シェア（生産量）
出典：日本鉄鋼連盟資料（2020年度）

共英製鋼
（関東S含む）

17.8％

鉄筋は建築・土木の基礎的鋼材として使用され、底堅い需要あり
鉄筋は安価な重量物であるため、海外や域外からの参入障壁あり
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ベトナム

カナダ

米国

海外鉄鋼事業

168 175 164 157 158 

128 
152 172 179 174 

297 
327 337 336 332 

2018/3期 2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3月期

国内 海外
（万㌧）製品出荷量推移

グローバル + ローカル + ニッチ
⇒ グローカルニッチ戦略

製品出荷量は
海外が国内を上回る

1960年代に海外進出、グローカル・ニッチ戦略のもと世界3極体制で事業展開

日本
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環境リサイクル事業

当社グループ
58％

（2021年度）

※各社開示数値に基づいて作成

電炉による産業廃棄物
処理実績 シェアNo.1

全国7ヶ所ある認定処理
施設のうち、2ヶ所は
当社グループ！

車載リチウム
イオン電池 炭素繊維

自動車の軽量化に伴い
使用量増加

アスベスト

安全に十分配慮した

厳重な受け入れの徹底

増加する処理困難物の溶融処理に注力

電気炉の熱を利用した安心・安全の医療・産業廃棄物溶融処理

「注射針の不法投棄を何とかできないか」という思いからメスキュードシステムを開発
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港湾事業

- ベトナム南部・VKS社至近にて
2018年1月 開港・操業開始

- 総面積40万㎡の国際一般港

港湾設備（荷揚げ作業）

鋳物事業

左：ネジ節鉄筋継手 右：水道管部品

左：モーターケース 右：工作機械部品

- 日本・ベトナムで事業展開

- 当社製品の部材も製造

その他の事業（鉄鋼周辺事業）

加工品事業

高強度せん断補強筋
「キョウエイリング685」

（2021年4月発売）

- 高強度せん断補強筋など
従来よりも施工現場での工数を
削減できる製品を製造・販売

国内拠点

ベトナム拠点

収益機会の拡大・事業の多角化を目指す
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43 

92 

194 

127 

88 

135 

201７年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

(予)

1,913 
2,423 2,393 2,264 

2,927 

3,840 

201７年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

(予)

41 

86 

190 

129 
105

125

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

（予）

売上高 営業利益 （億円）

経常利益 （億円） 親会社株主に帰属する当期純利益

35 

65 
80 

88 

63
80 

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

（予）

（億円）

（億円）

国内鉄鋼

海外鉄鋼

環境
リサイクル

その他

業績の推移
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純資産・自己資本比率

415 
465 

579 
680 

523 496 

688 716 
783 

945 

▲81

▲223

▲137

▲104

▲422

18/3末 19/3末 20/3末 21/3末 22/3末

現金及び現金同等物期末残高(A)

有利子負債額(B)

(A)－(B)

現預金・有利子負債額

（億円）（億円）

財務の状況
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1,485 1,538 1,580 1,646 1,757 

59.8%
54.8% 54.9% 54.7%

51.9%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000

18/3末 19/3末 20/3末 21/3末 22/3末

純資産 自己資本比率
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中期経営計画「NeXuS 2023」

経営理念

Spirit of Challenge 資源循環型社会の
エッセンシャル・カンパニー

になる

NeXuS 2023Quality Up 2020 2030

SDGs達成への貢献

CO₂排出量
2013年度比

50％削減

コロナ
ショック

鉄のリサイクル事業を
極める3つ の 「質の向上」

3つ の 「つなぐ」

カーボン
ニュートラル
社会の到来

サーキュラー
エコノミーの

到来

DXの
加速化

株主資本
主義の変化

新しい
グローバリ
ゼーション

18

ウィズコロナ時代の
ニューノーマル

中期経営
計画
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本業を通して、サステナブルな社会の実現に

貢献する「真の資源循環型企業」になる地球環境と調和する

環境リサイクル事業や鋳物事業に加え、

加工品事業も強化し、事業領域の幅を拡げるウィングを拡げる

日本だけでなく、世界で

資源循環型事業を展開する
地産地消ビジネスで

リスク分散する

鉄筋を中心とした建設用鋼材事業を

強くする本業を強くする

国内鉄鋼事業

海外鉄鋼事業

環境リサイクル事業・鉄鋼周辺事業

サステナ課題への取り組み

中期経営計画 「NeXuS 2023」 コンセプト
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中期経営計画 2023年度 定量目標

180
億円

経常利益

2,900
億円

売上高

400
万トン

国内 170万トン 海外 230万トン

出荷量

30％程度50％以上

６％以上7％以上

0.25以下

ROSROE
2023年度

最終目標

ネットDEレシオ 配当性向自己資本比率

※ROS：売上高経常利益率
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26 

95 

140 
52

36

40

20 

16 

12 

1

2

5

2021年度

実績

2022年度

予想

2023年度

目標

1,290 
1,555 

1,270 

1,520 

2,135 

1,500 

73

93

70
45

57

60

2021年度

実績

2022年度

予想

2023年度

目標

2,927 2,900

88

※ 各セグメントの営業利益合計との差異は消去・全社費用

国内鉄鋼

環境リサイクル

海外鉄鋼

その他

180

2022年度は国際的な市況高騰の影響で売上高大幅増加

中計初年度の進捗 ： 売上高・営業利益

売 上 高 営業利益（億円） （億円）

3,840

135
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2023年度目標： グループ全体の出荷量 合計400万トン

中計初年度の進捗 ： エリア別 製品出荷量

北米

55
万トン

日本

158 160 170 

174 195 230 

2021年度
実績

2022年度
予想

2023年度
目標

332

400

海外比率
57.5％

175
万トン

ベトナム 170
万トン

（万トン）

海外比率
52.3％

KYOEI STEEL LTD.  All rights reserved.

355
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分析自動化設備
（関東）

・ 炉前作業・成分分析作業の自動化 ・ 新倉庫建設による物流コスト削減
・ 高強度鉄筋や環境配慮した

製品の開発・販売

・ JK大会、各種研修などの充実

鉄筋を中心とした建設用鋼材

事業を強くする本業を強くする

国内鉄鋼事業

コスト削減
(自動化・効率化)

物流体制の強化 品質・付加価値向上

カラーアングル ECO74
（水性塗料を使用） 23

全自動システム搭載の製品倉庫
（枚方）

「NeXuS 2023」 進捗 １
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「NeXuS 2023」 進捗 2-1

ベトナムのシェア

2022.4
VIS社の株式を追加取得
出資比率を74％⇒98％へ

- 意思決定の迅速化

- 北部2拠点の連携強化

ビナ・キョウエイ・

スチール社

（VKS社）

ベトナム・イタリー・スチール社

(VIS社)

キョウエイ・スチール・

ベトナム社（KSVC社）
2位

（2021年度）

シェアの維持 北部の経営戦略

競合環境厳しいが成長市場
シェア拡大とコスト競争力で

勝ち残り

日本だけでなく、世界で

資源循環型事業を展開する
地産地消ビジネスで

リスク分散する

海外鉄鋼事業

24

北部
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アルタ・スチール社

ビントン・スチール
（テキサス州）

結束機を導入し、効率化

(ビントンスチール)

日本だけでなく、世界で

資源循環型事業を展開する
地産地消ビジネスで

リスク分散する

海外鉄鋼事業

鉄筋事業の強化 成熟市場での事業拡大

・ 米国・カナダとも人口は増加、
鉄鋼需要も堅調

・ 設備改善で生産量増目指す

25

79 82 87 88
73

86

13 14 13 13 11 13

2016 2017 2018 2019 2020 2021

米国

カナダ

・ 鉄筋需要は堅調に推移
する見通し

米国・カナダの粗鋼生産量
（百万トン）

出典：WSA

「NeXuS 2023」 進捗 2-2
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82 

172 

205 202 

2018 2019 2020 2021

14 

10 
9 

12 11 
14 

20 

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

（億円）

（年度）

環境リサイクル事業や鋳物事業に加え、

加工品事業も強化し、事業領域の幅を拡げるウィングを拡げる

環境リサイクル事業・鉄鋼周辺事業

港湾事業 鋳物事業

・ コロナ関連、難処理廃棄物の
案件獲得増により増益

・ 大阪工場閉鎖以来 最高益

環境リサイクル事業
～質の強化～

・ ベトナム南部拠点のスク
ラップ輸入拠点として機能、
他社貨物の取扱量も増加

・ ベトナムの新工場が順調に稼働

・ 国内はコロナ禍で苦戦

2016.3
大阪工場閉鎖

26
（年度）

2018.1
開港

TVP社 貨物取扱量 (万トン)

VJE社 新工場

環境リサイクル事業
営業利益

「NeXuS 2023」 進捗 3
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鉄鋼副産物(スラグ)の再資源化を目指す

⇒ サステナブルテクノロジー研究センター
2022年4月開所

スラグの成分調査などを本格的に実施

・ 2030年度に2013年度対比で50％削減

・ 2050年のカーボンニュートラルを目指す

（年度）

668 
588 565 

494 
440 438 

334 

2013 2017 2018 2019 2020 2021 … 2030

単位：千t-CO₂

△34％

△16％

△50％

CO₂排出量削減 ゼロエミッション

・太陽光発電

・オリーブ植樹

27

「NeXuS 2023」 進捗 4

本業を通して、サステナブルな社会の実現に

貢献する「真の資源循環型企業」になる地球環境と調和する

サステナ課題への取り組み
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ニューノーマルと新たな環境変化

ウィズコロナ時代のニューノーマル

DXの
(デジタル・トランスフォーメー

ション) 加速化

株主資本主義の
変化

サーキュラー・
エコノミーの到来

新しい
グローバリゼーション

３２

４ ５

グリーンフレーション
ロシアによる

ウクライナ侵攻

29

カーボン
ニュートラル
社会の到来

1
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・ エネルギーをはじめとした
原材料価格の上昇

・ 物価の上昇に伴う賃金の上昇

新たな環境変化を背景とした事象

30

・ 製造コストの上昇

・ 人材確保の困難化

・ 脱炭素社会の実現へ舵を切る鉄鋼業界

・ 鉄スクラップ需給のひっ迫

⇒市況の上昇

⇒調達の困難化

鉄鋼業界の構造変化

高炉各社の取り組み

-新たな製鉄技術の開発

-電炉による高級鋼の製造

⇒ 日 本 製 鉄 、 J F E H D が 大 型 電 炉 建 設 へ

0

40

80

スクラップ価格（H2※）の推移

カーボン
ニュートラル

宣言

（千円）

ウクライナ
侵攻

2019.1 2020.10 2022.2 2022.8

※電炉が主に使用するグレード

世界的なインフレと人材難
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鉄鋼業界の構造変化への対応

鉄スクラップの安定調達

・ スクラップ調達先の多様化

・ スクラップの不純物を取り除く前処理
設備の充実

・ 低品位のスクラップから良質な建設用
鋼材を製造する技術を高める

⇒ 高品位スクラップに依存しない生産

31

国内

海外

・ 米国、カナダ ともスクラップ会社を保有

・ ベトナム南部は準専用港により有利に
調達、北部は自社バースの活用図る

シュレッダー設備（米国）

鉄スクラップの前処理
(国内子会社）

港湾設備（ベトナム南部）

製品戦略

・ 当社の主力は 汎用品である鉄筋を
主力とした建設用鉄鋼製品

建設用鉄鋼製品を極める
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世界的なインフレと人材難への対応

・ 賃金水準の見直し

- 人事制度改革

- 定年延長

・ 健康経営の推進

- 「健康経営優良法人2022」
初認定

人的資本

研修センター完成予想図

山口事業所新事務所棟完成予想図

32

・ さらなる製造コスト削減

- 自動化・省力化（ロボット化）

- 拠点間での情報共有 ⇒ 技術力向上

ローコスト運営

・ 職場環境の整備

- 製造現場の整備

- 事務所・厚生棟の新築、リニューアル

・ 事業成長を支える人材の育成

- 人財開発室、研修センターの開設

- 多様な人材の活躍推進（外国人、女性、シニア等）

サンプリングロボット
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知的財産

見えざる資産への投資

・ 資源循環型技術のイノベーション創出

- サステナブルテクノロジー研究センター

- 外部研究機関との共同研究

 「鉄のリサイクルを極める」ことで
事業成長と環境保全を実現

 優秀な人材の獲得

 新しい環境ビジネスへの挑戦

 ブランド力の向上

33

サステナブルテクノロジー研究センター

当社事業と資源循環をテーマとしたポスター
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・ 営業系基幹システム(Web受注システム）の
カットオーバー （2022年10月予定）

・ 事務のペーパーレス化や

工場のAI/IoTの導入に向け取り組み中

・ 社債発行、コミットメントライン設定による
資金調達の多様化

・ 格付「A格」 維持

経営基盤の強化

・ 取締役会の機能強化

・ リスクマネジメント体制の強化

・ 人権ポリシーの公表

・ TCFD提言に基づく開示、統合報告書の発行

34

社外役員 6名
（うち女性取締役 1名）

14名

役員合計

ガバナンス体制の強化 財務基盤の強化

デジタル化（DX)の推進

成長への投資を支えるガバナンス・財務など経営基盤を強化
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ステークホルダーへの貢献

・ 環境製品宣言（EPD）の認証取得
（「エコリーフ」環境ラベル）

製品の環境情報を定量的に開示

⇒ お客様が環境に配慮した
製品を購入する際の判断材料に

・ パートナーシップ構築宣言

サプライチェーン全体での付加価値向上へ

顧客・取引先 地域社会

・ メスキュード医療安全基金

医療廃棄物の収集運搬会社・中間処理会社で
基金を設立、医療・福祉活動に寄付

（20年間で累計４億円超）

・ 寄付活動

単体の当期純利益0.5％程度

- 新型コロナ関連寄付（医療従事者支援）

- ウクライナ避難民支援活動への寄付

35

JR-AJ-21001E
JR-AJ-21002E
JR-AJ-21003E
JR-AJ-21004E
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配当方針

・ 企業価値向上に向けた内部留保を確保しつつ、

安定的な配当を継続

・ 配当性向(連結)25～30％を目処に、

1株あたり年間30円以上を配当

※ 2022年度は創立75周年記念配当を実施

10 10 10 10 10 15 15 15

35
20 20

30

65
45

25 25

45

30
40 40

75

60

40
45

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3

予想

中間

期末

記念配当

株主還元

（円）

23.1 27.2 49.8 26.7 40.9 29.7 27.5 24.4配当性向
（％）

保有株式数

継続保有期間

1年未満 1年以上

100株以上
1,000株未満

1,000円分 2,000円分

1,000株以上 2,000円分 3,000円分

ご優待内容

・ オリジナルQUOカード

36

継続保有期間1年の認定は、毎年3月31
日を基準日として、前年の3月31日およ
び9月30日現在の当社株主名簿に、同一
株主番号で連続して3回以上記載または
記録されていることを条件とします。
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株価の推移

（円）

株価

（9/16終値）
単元株

2023年3月期
１株あたり年間配当予想 配当利回り PBR

1,488円 １００株 ４5円 3.0％ 0.4倍

500
700
900

1,100
1,300
1,500
1,700
1,900
2,100
2,300
2,500

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8

2018 2019 2020 2021 2022
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4,905
名

3,866
名

8,099
名

13,257
名

17,846
名

株主数
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これまでの「鉄づくりを通じて社会に貢献する」企業から、

これからの「サーキュラー・エコノミー社会」の中で

資源循環型事業を通じ、社会の発展と地球環境との調和に貢献する

“エッセンシャル・カンパニー”を目指します

NeXuS
▶▶▶ Next Success

次代の成功＝100年企業を目指して

38 38
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免責事項

• 本資料は、当社の経営戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の購入や売却を勧誘する
目的で作成されたものではありません。投資に関する決定は、ご自身の責任・判断のもとになされますようお願いいたします。

• 本資料に掲載されている情報には、当社に関する将来予測や業績予想が記述されていますが、これらは潜在的なリスクや不
確実な要素を含んでおり、将来の業績を保証するものではありません。業績結果が経営環境の変化などによって、見通しと異
なったものになる可能性があることをご承知おきください。

• 本資料に掲載されている情報の掲載中止や変更を予告なく行うことがありますので、ご承知おきください。

• これらの情報を利用することで生じたいかなる損失や損害に対しても、当社は一切責任を負うものではありません。

お問合せ先：
共英製鋼株式会社 経営企画部 IR課

電話番号：
06-6346-5222

ご清聴ありがとうございました

日本経済新聞・テレビ大阪の連動企画

「 現場探究 」 で取り上げられました！

https://www.youtube.com/watch?v=0ctr6SzeMiU

ＹouTubeでご視聴いただけます！

39
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（百万円）

2017/3期 2018/3期 2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期

売上高 145,991 191,254 242,257 239,343 226,371 292,719 

国内鉄鋼事業 92,525     107,831    131,252    122,533    111,138    128,957    

海外鉄鋼事業 46,648     76,866     103,879    109,063    104,985    152,008    

環境リサイクル事業 6,504      6,237      6,683      6,466      6,705      7,288      

その他事業 314        321        443        1,282      3,543      4,465      

営業利益 7,971 4,259 9,200 19,404 12,656 8,819 

国内鉄鋼事業 7,317 3,292 9,644 18,008 13,012 2,622 

海外鉄鋼事業 1,031 1,456 △291 2,284 △428 5,233 

環境リサイクル事業 1,006 866 1,190 1,089 1,356 2,044 

その他事業 △10 25 △40 153 △57 50 

消去 △1,373 △1,379 △1,303 △2,131 △1,227 △1,130 

経常利益 7,935 4,085 8,646 18,954 12,935 10,549 

4,783 3,483 6,505 7,978 8,788 6,322 

（円）

1株当たり当期純利益 110.41 80.31 149.78 183.56 202.22 145.48 

1株当たり純資産 3,192.02 3,225.85 3,299.82 3,397.93 3,553.45 3,749.63

1株当たり配当金 30.0 40.0 40.0 75.0 60.0 40.0

配当性向（％） 27.2 49.8 26.7 40.9 29.7 27.5

親会社株主に帰属す
る当期純利益

参考 : 業績の推移
※

※2021/3期において企業統合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2020年3月期の関連する数値にはこれに伴う見直しが反映されています 参 1



KYOEI STEEL LTD.  All rights reserved.

関東スチール㈱
異形棒鋼（細物）

名古屋事業所
異形棒鋼（全サイズ）、
ネジ節鉄筋、高張力鋼

枚方事業所
異形棒鋼（細物）、丸鋼

山口事業所
異形棒鋼（全サイズ）、構造用棒鋼、
小形形鋼（平鋼、Iバー、等辺山形鋼）

参考 : 当社グループの国内拠点

㈱共英メソナ
環境リサイクル事業

共英マテリアル㈱
スクラップ集荷・加工

㈱吉年 鋳物製造

共英産業㈱
鉄筋加工、鋼材販売ほか

その他の国内拠点
・ 共英リサイクル㈱
・ 共英加工販売㈱
・ みどり精密工業㈱
・ 中山鋼業（持分法適用）

参 2
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参考 : 当社グループの海外拠点（ベトナム）

チー･バイ･インターナショナル･ポート社
（TVP）
ベトナム バリア・ブンタウ省

事業内容： 港湾事業

製鋼工場（ハイフォン）

ビナ･ジャパン･エンジニアリング社 （VJE）
ベトナム ハイフォン市

事業内容： 銑鉄鋳物製品の製造・販売
生産能力： 9,000トン／年

1
5

2

3
4

ベトナム･イタリー・スチール社 （VIS）
ベトナム フンエン省

事業内容： 鋼材の製造・販売 （棒鋼、線材）
生産能力： 製鋼45万トン/年、

圧延30万トン/年

1

キョウエイ･スチール･ベトナム社 （KSVC）
ベトナム ニンビン省

事業内容： 鋼材の製造・販売 （棒鋼、線材）
生産能力： 圧延30万トン／年

2

ビナ･キョウエイ･スチール社 （VKS）
ベトナム バリア・ブンタウ省

事業内容： 鋼材の製造・販売 （棒鋼、丸鋼、形鋼、線材）

生産能力： 製鋼50万トン/年、 圧延90万トン/年

3

4

5

参 3
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参考 : 当社グループの海外拠点（北米）

カナダ アルバータ州

事業内容 ： 鋼材の製造・販売、
スクラップメタルの処理・販売

生産能力 ： 製鋼30万トン/年
圧延27万トン/年

設 立 年 ： 2020年（創業は1955年）

アルタ・スチール
（アルバータ州）

ビントン・スチール
（テキサス州）

アルタ･スチール社

米国 テキサス州

事業内容 ： 鋼材の製造・販売（棒鋼、鉄球）
生産能力 ： 製鋼25万トン/年、

圧延20万トン/年（棒鋼）
鍛造 5万トン/年（鉄球）

設 立 年 ： 1962年

ビントン･スチール社

1

2

1

2

参 4

鉱石粉砕用鉄球

鉱石粉砕用丸鋼

製品紹介（北米）
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